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中国が……

戦後初の一党で３分の２超え、
大雪なのに投票率下がらず

自民党 圧勝

敵失 豊岡市＝67㌢

2月8日 総選挙



2005年、神戸2026年、西宮

推し活のような熱狂 SNS戦略の成功

市場からの支持
自民党YouTube動画再生
１億6000万(10代に浸透)



敵失

求心力がない

中道改革連合、
歴史的大敗

清新さがない

批判勢力が分散

違和感違和感 ここまでなのは久々…
基地問題、エネルギー問題、
安保法制―政策のブレ
選挙のため公明とタッグ？



党内に敵は多くても

強く、歯切れがいい

自民党の失政や不祥事があった2009年、民主党が
政権奪取したのと違い、雰囲気で、風が吹いた――

高市旋風



肝は、日本経済が
もつか――

米国に80兆円投資

円安 為替介入

国債の利率が上昇

積極財政の行く末は？

どうなる、消費税ゼロ、非核三原則、
憲法改正 メディアが監視しなければならない



SNSを主戦場にした
新しい政治の季節

SNS一強時代の到来

主権者教育の見直し

★じっくり考える主権者の育成、
地域・地球の未来に対し、歴史的
想像力をもったリーダーの選択

シルバーデモクラシーなど
過去のものになるくらい――



SNSの台頭で新聞は「オールドメディア」と揶揄（やゆ）
され、24年の兵庫県知事選以降、いわれなき誹謗中傷を受
けるようになった。SNS時代をどう生き抜くかが問われる

信頼できるメディアを自負するのなら、SNSのフェイク
ニュース問題に立ち向かわなければならない

SNSとの共存を図る一方で、SNSによる被害者を守る法整
備を進める必要がある



2024.11.17. 
兵庫県知事選

兵庫県政史上初となる知事不信任決議の可決、現職知事の失職という
異例に展開に加え、SNSの台頭で選挙報道はかつてない混迷を極めた

氏らを 認定した。その理由をもっと早く記事にすべき

斎藤元彦知事

世間の注目を集める 氏の訴えを知りたい読者はいたはずだ

告示後の があだになった。 の拡散など民主主義を脅
かす選挙活動を記事にすべきだった

SNSの偽情報は の結果を迅速に報道すべきだった

2024年11月16日、
神戸市中央区

選挙などはおかしいと思うなら、早くに主張すべきだった

立花  氏らを 泡沫 認定した。その理由をもっと早く記事にすべき

世間の注目を集める 立花 氏の訴えを知りたい読者はいたはずだ

告示後の 公正中立 があだになった。 デマ の拡散など民主主義を脅
かす選挙活動を記事にすべきだった

SNSの偽情報は ファクトチェック の結果を迅速に報道すべきだった

2馬力  選挙などはおかしいと思うなら、早くに主張すべきだった
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拡散を食い止めるスピーディーさ

ファクトチェックで重要な点は何ですか

全員がファクトチェック
する段階に入った



高市首相から「台湾有事」の
話を引き出した

落 選



多文化共生って何だろう  

ちがう国の人や民族が、
のちがいをみとめあい、

対等な関係をつくり、
の一員として共に生きる

ちがう文化や宗教をみとめあう、
その先に共生、そして がある

文化＝culture 宗教＝religion

違う国の人や民族が、文化や
宗教の違いを認め合い、対等
な関係をつくり、地域社会の
一員として共に生きる

違う文化や宗教を認め合う、
その先に共生、そして平和がある



多文化共生って何だろう  

違う国の人や民族が、
の違いを認め合い、対等

な関係をつくり、 の
一員として共に生きる

違う文化や宗教を認め合う、
その先に共生、そして がある

文化＝culture 宗教＝religion

違う国の人や民族が、文化や
宗教の違いを認め合い、対等
な関係をつくり、地域社会の
一員として共に生きる

違う文化や宗教を認め合う、
その先に共生、そして平和がある

神戸や姫路は多文化共生の
先進都市だと思っている

カトリックたかとり教会＝神戸市須磨区

姫路定住促進センター＝
1995年、姫路市仁豊野

神戸や姫路は多文化共生の
先進都市だと思っている



文化＝culture 宗教＝religion

世界の信者数
教 約23億人
教    約18億人
教 約11億人

教    約  5億人

世界の信者数
キリスト教 約23億人
イスラム教 約18億人
ヒンドゥー教 約11億人
仏 教    約  5億人

イスラム教徒（ムスリム）
は学校給食をたべられない

ブタ、アルコール、
血液、宗教上の処理
がされていない肉×

イスラム教徒（ムスリム）
は学校給食を食べられない
＝ハラールフードは食べられる 礼
拝(１日５回)をどこでするか、
ヒジャブ（女性が髪を隠すスカー

フ）をするのはいくつ？

例えば――

日本人は宗教の知識が不足している   



外国人との暮らしに慣れていない日本人が多い

シンガポール

マレー系、中国系、インド系、
ユーロピアン系など、さまざま
な人種が共生する

公用語はマレー語、中国語、タ
ミル語、英語の４つ

カナダ

多様性を尊重する
「モザイクの国」。
1971年に多文化主
義を目標とし、国づ
くりを進めている

一方で、移民の国・アメリカや、難民を多く受け入
れてきたドイツに変化が――



神戸新聞
2023/３/29付朝刊２社

コーンロウ（イメージ）

外国人の住みやすさを考える



神戸新聞
2023/８/26付朝刊東播版

外国籍の生徒も増え、無関心では
いられない

学校のルールで「自分らしさ」が
奪われてしまっていないか

専門家 「人を傷つけない範囲で
自分らしさを認めよう」

多文化共生とは 違う文化や
宗教を認める。迷うこともあるけ
れど、その先に共生がある



外国人の住みやすさを考える

ヘイト攻撃、
こまったこと

JR川口駅前。川口市ではクルド人問題が起きている
＝2025年10月４日（三好撮影）

こうげきクルド人＝独自の言葉や文化をもち、世界に2500～3500万人いると
される。第一次世界大戦後、主に住んでいたところがトルコ、イラン、
イラク、シリアに分けられ、「国をもたない最大の民族」と呼ばれ、苦
難の歴史を歩んできた



JR川口駅前。川口市ではクルド人問題で起きている
＝2025年10月４日（三好撮影）

まわりも含め、トルコ国籍クルド人は2～3000人。川
口市には４万8000人の外国籍の人が暮らし、多くは
中国、ベトナム、フィリピン、韓国・朝鮮籍と続く

ただ、クルド人はその多くが難民申請
中というアンバランスな状態が続く



JR川口駅前。川口市ではクルド人問題で起きている
＝2025年10月４日（三好撮影）

何回かの難民申請で非正規滞在者になっている人がい
る      
何回かの難民申請で非正規滞在者になっている人がい
る      日本のせまい考えで難民とみとめられなかった
クルド人もいる

何回かの難民申請で非正規滞在者になっている人がい
る      日本のせまい考えで難民とみとめられなかった
クルド人もいる

何回かの難民申請で非正規滞在者になっている人がい
る      日本の矮小な考えで難民と認められなかったク
ルド人もいる こうしたことを考えないで、クルド
人へのヘイト攻撃が続けば、難民申請にも大きな影響
が出る

非正規滞在者は住んでいる都道府県からの
移動が難しいため、コニュニティーができ
ている川口市とその周辺地域に多く住む



JR川口駅前。川口市ではクルド人問題で起きている
＝2025年10月４日（三好撮影）

出入国在留管理庁は難民申請中のクルド人を含む非正
規滞在者を「ルールを守らない外国人」として昨年５
月から減らすことを決め、7月から強制送還が増えてい
る 日本の学校で学んでいる子どもがいる家族まで
送還されている。子どもたちが日本の安全安心をおび
やかしているか



「外国人の滞在増加で治安悪化」
データに沿ったものではない。
ムードに流されず、事実で決める

出身国で迫害が心配さ
れる人を非正規滞在者
であろうと出身国に戻
すのは間違いだ！



人手不足による外国人労働者の急増 人手不足による外国人労働者の急増 
人口が減る地域がにぎわい、外国人
住民の考えが地域の魅力高める

今、外国人抜きには日本社会は語れない

特にアルバイトする留学生が
ちいきを支えている



ただし、問題点も――

生活習慣の違いによるトラブル ex.ゴミ出し、自治会

受けいれ体制をつくる

低待遇だと日本が選ばれなくなる 労働条件改善

多文化共生を進め、すべての外
国人住民を地域社会の一員とし
て受け入れる



ただし、問題点も――

地域の一員として受け入れることが大切

技能実習生など職場で日本人と出会うことが少な
かったり、地方では日本語教室に通えなかったりす
るケースも

日本語がよく話せる外国人でも日本の社会システム
を学ぶチャンスがなく、契約や行政手続をわかって
いなかったり、得られるはずの福祉を得ていないこ
ともある



日本の未来をきめ、世界平和の
かけ橋となる可能性もある

たとえ戦争になっても、相手の国に友だちが1人いたら
爆弾を落とせない、ミサイルも撃ち込めない
普段から各国の人たちと友情をはぐくむことが大切だ



ただし、問題点も――

もんだいてん

ぎのうじっしゅうせい しょくば     で     すく

ちほう きょうしつ かよ

ちいきの一員として受けいれることが大切

技能実習生など職場で日本人と出あうことが少な
かったり、地方では日本語教室に通えなかったりす
るケースも

日本語がよく話せる外国人でも日本の社会システム
をまなぶチャンスがなく、契約(けいやく)や行政手続
（ぎょうせいてつづき）をわかっていなかったり、得(え)ら
れるはずの福祉(ふくし)を得ていないこともある

外国人とのくらしに慣れていない日本人が多い

ところで一方で、

日本人は「和」（協調性）を大切にしながら、外国
文化を学び、新しいことにチャレンジしてきた



ウクライナ

ロシア

3年１１カ月

日本へのウクライナ避難民
計2868人(1月末現在)
現在の在留者1967人

神戸とウクライナ

神戸

オデーサ



ウクライナ

ロシア

3年１１カ月

日本へのウクライナ避難民
計2868人(1月末現在)
現在の在留者1967人

神戸とウクライナ

神戸

オデーサ

深江文化村
（神戸市東灘区）

ロシア革命 （1917年）

ウクライナ人民共和国を宣言

これを認めないロシア・ソビ
エト政府が赤軍派遣 内戦

神戸を中心に多くのウクライナ
人が亡命 深江文化村にも住む

指揮者
エマヌエル・メッテル

新交響楽団（現・NHK交響楽団）
で客演 朝比奈隆、服部良一の楽父

ソ連邦に併合 （1922年）



ウクライナ

ロシア

3年１１カ月

日本へのウクライナ避難民
計2868人(1月末現在)
現在の在留者1967人

神戸とウクライナ

神戸

オデーサ

深江文化村（神戸市東灘区）

ロシア革命 （1917年）

ウクライナ人民共和国を宣言

これを認めないロシア・ソビ
エト政府が赤軍派遣 内戦

神戸を中心に多くのウクライナ
人が亡命 深江文化村にも住む

指揮者
エマヌエル・メッテル

新交響楽団（現・NHK交響楽団）
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アメリカ大行進。「風に吹かれて」などの
プロテストソングをうたった（1963年）

ボブ・ディラン



神戸新聞2022/2/25付朝刊2社

コロナ感染、
県内新たに2766人

共通テスト
昨年も世界史流出か 姫路城特別公開シンコ漁

キューバ危機（1962年）

ベトナム戦争（1965～75年）

プラハの春（1968年）

枯れ葉剤を散布する
米軍機＝1968年

ベルリンの壁崩壊（1989年）

ソ連崩壊（1989～91年）

湾岸戦争（1991年）

ワルシャワ条約機構軍が弾圧

ソ連、ゴルバチョフによる改革（1985～88年）

米国とINF(中距離核戦力全廃条約)に調印
＝1987年(右はレーガン米大統領)

東西冷戦の果て

東西冷戦終結宣言（1989年）



神戸新聞2022/2/25付朝刊2社

コロナ感染、
県内新たに2766人

共通テスト
昨年も世界史流出か 姫路城特別公開シンコ漁

ベトナム戦争（1965～75年）

プラハの春（1968年）

枯れ葉剤を散布する
米軍機＝1968年

東西冷戦終結宣言（1989年）

ソ連崩壊（1989～91年）

湾岸戦争（1991年）

ワルシャワ条約機構軍が弾圧

ソ連、ゴルバチョフによる改革（1985～88年）

米国とＩＮＦ(中距離核戦力全廃条約)に
調印＝1987年(右はレーガン米大統領)

東西冷戦の果てキューバ危機（1962年）東西冷戦の戦勝国
アメリカ

自負 中東への介入 反発

米中枢同時テロ（2001年）

米、アフガン侵攻・イラク戦争

東西冷戦の敗戦国
ロシア

経済が好転 強いロシア取り戻したい

欧米が旧ソ連加盟国をNATO
（北大西洋条約機構）
に取り込む動きに反発

失敗

2022年２月 ウクライナ侵攻

反発

アフガンから撤退

米の弱体化

ウクライナ領クリミア併合(2014年）



神戸新聞2022/2/25付社会面

東西冷戦の果て

キューバ危機（1962年） 核戦争の一歩手前

ベトナム戦争（1965～75年）

枯れ葉剤を散布する
米軍機＝1968年

プラハの春 （1968年）
ワルシャワ条約
機構軍が弾圧

ソ連、ゴルバチョフの改革・ペ
レストロイカ（1985～88年）

米国とＩＮＦ(中距離核戦力
全廃条約)に調印＝1987年
(右はレーガン米大統領)東西冷戦終結宣言 （1989年）

ソ連崩壊      （1989～91年）

ベルリンの壁崩壊 （1989年）

湾岸戦争（1991年）

イラクのクウェート侵攻
に対し、米欧を主とする
多国籍軍が攻撃

東西冷戦の戦勝国
アメリカ

自負

中東への介入
激しい
反発

米、アフガン侵攻・イラク戦争

米中枢同時テロ （2001年）

失敗

東西冷戦の敗戦国
ロシア

経済好転、強いロシア取り戻したい

ウクライナ領クリミア併合(2014年)

欧米は認めていな
いが、現在に至る

欧米が旧ソ連加盟国をＮＡＴＯ
（北大西洋条約機構）
に取り込む動きに反発

アフガンから撤退

米の弱体化

2022年2月、
ウクライナ侵攻

「ＮＡＴＯによるウクライナの軍事要
塞化」に反対するだけでなく、

「ロシアとウクライナは一体不可分」
と主張 終わりが見通せない

ロシアは、 ロシアによるウクライナ侵攻３年11カ月



ロシアの
プーチン大統領

中国の
習近平国家主席

北朝鮮の
金正恩朝鮮労働党総書記

対ウクライナ
交渉を優位に

初の多国間
外交で同格誇示

米国主導の国際
秩序に対抗

抗日戦争勝利80年記念行事に出席＝9月３日、北京（ロイター＝共同）



西半球は
アメリカのものだ

なんでもありの紛争仲裁業

米、ベネズエラ攻撃。1月3日、ベネ
ズエラの首都カラカスで、爆発により
立ち上る炎と煙（ロイター＝共同）

イランの核施設爆撃を発表するトランプ米大
統領＝2025年６月21日、ホワイトハウス



人命を奪い、人権を侵害するのが

戦争

ロシアのミサイル攻撃で破壊された建物＝８月15日、ウクラ
イナ・リビウ（ウクライナ非常事態庁提供・ロイター＝共同）

無人機の攻撃を受けたウクライナ北東部スムイ州モフリツィア
村の変電施設。冬へ送電線の修復急ぐ＝９月22日（共同）

すべての命は等しく尊い

力による外交に
対峙するには

選挙は、民主主義国家の
主権者がその意見を反映
させる基本的な機会

強い民主主義国家を
ロシアのウクライナ軍事侵攻を受けて、抗議
活動をする市民団体のメンバーら＝2022年
2月25日、神戸市中央区三宮町3

NO WARの声を上げ続けること
選挙が安全保障について
議論する機会となる



歴史は、韻を踏む

危機の30年

東西冷戦終結から30数年――

国際社会の分裂

みんなに、長期的視点が必要だ

歴史的想像力を持つリーダーを選びたい



イスラエルとパレスチナがある中東にはその昔、
アラブ人（パレスチナ人）が数多く住んでいた

領土問題

世界各地に散らばるユダヤ教を信じる人たち（ユ
ダヤ人）も「ここは先祖が昔住んだ、大切な場
所」と考えていた

なぜ、戦争は起きてしまうのか

第二次世界大戦中、ナチス・ドイツによるホロ
コースト（大量虐殺）でひどい目に遭ったユダヤ
人は「自分の国を持ちたい」と強く願うように
なった

ガザ戦闘が昨年10月で２年、停戦発効



イスラエルとパレスチナがある中東に
はその昔、アラブ人（パレスチナ人）
が数多く住んでいた

領土問題

世界各地に散らばるユダヤ教を信じる
人たち（ユダヤ人）も「ここは先祖が
昔住んだ、大切な場所」と考えていた

第二次世界大戦中、ナチス・ドイツに
よるホロコースト（大量虐殺）でひど
い目に遭ったユダヤ人は「自分の国を
持ちたい」と強く願うようになった神戸新聞2025/10/11付

朝刊１面

そこで、世界のさまざまな国が「パレスチナの土
地を、ユダヤ人の国とパレスチナの地域に分けよ
う」と決め、1948年、イスラエルが建国された

周りをイスラエル軍に囲まれているガザ地区は食
料や薬が不足。最近も、パレスチナの武装組織ハ
マスとイスラエル軍が戦闘、ようやく停戦に合意
した

パレスチナに住むアラブ人たちは「自分の土地か
ら追われた」と怒り、戦争が繰り返されている



2025年8月、国境なき医師団が撮影

ガザ地区の子ども
 5人に１人が栄養失調

停戦の確実な履行を――

あなたに
何ができますか？

ガザ中部ブレイン難民キャンプで、
イスラエル軍の攻撃後に立ち上る煙＝昨年
10月19日（ロイター＝共同）

それなら、どちらかが一方的に悪いと言えない気がする



ナポレオン(1769～1821) フランス
革命後の混乱を収拾し軍事独裁政権を
確立。欧州の大半を勢力下に置いた

モーツァルト(1756～1791) 現在の
オーストリアを活動拠点にした、古典派
を代表する作曲家。作曲数600曲以上

異なる文化や宗教を認め合う、
その先に共生、そして平和がある



昨年7月5日の予言

トカラ列島群発地震

不安が不安を呼ぶ

2024年元日、能登半島地震
 令和に入って震度５強以上 全国で 38回

根拠はないけど

兵庫は備えているか

39回40回41回

南海トラフ地震臨時情報(巨大地震注意)

兵庫は備えているか



2024年4月25日付の神戸新聞朝刊１面に、こんな
記事が載った





「消滅可能性都市」になった最大の理由は？

少子高齢化



働き手不足

生産年齢人口（15～64歳）

2024年
約7400万人

2040年
約6200万人

経済縮小

高齢化＝2024年 29.3％
2040年 34.8%



日本の4分の1が
配達不可能に

2040年 ★医療・福祉の働き手不足が顕著に

東京以外の全道府県で
労働力不足に

★公務員の確保が難しく、技術職も

賢く縮む

県道を廃止する

公共施設解体・集約

公共交通沿線への
居住誘導



＜多可町＞
出生数減少に歯止めが

かからない。2018年度
は86人だったが、23年
度は38人、24年度は51
人。2020～50年の30
年間で、20～30代の女
性が半数以下になるとの
推計が「消滅可能性都
市」の根拠となっている



神戸新聞2025/11/01付
朝刊北播版

町が包括連携協定を結
ぶ甲南女子大学（神戸
市）と、若い女性が流出
する原因を探る研究を開
始した。
学生からは「スーパー

やコンビニが少ない」
「バスの本数が少ない」
「街灯が少なく夜間が暗
い」などの声があった。
来年２月に成果を発表、

町の計画に反映する



縁あって、そのまちにかかわることに
なったら――

地域活性化にかかわり、若者たちの雇用
の場を生み出したり、交流人口を増やし
たりするアイデアを考えるなど、まちの
にぎわいづくりに知恵を出してほしい



＜加古川市＞
1950年、町村合併で

約５万人のまちとして誕
生。神戸・阪神間、姫路
市のベッドタウンとして
住宅建設が進み、臨海部
への企業進出なども背景
に、人口は右肩上がりに
伸びた。70年代前半には
年約１万人ずつ増加し、
79年には20万人を突破。
2015年の約26万７千人
をピークに減少に転じた



神戸新聞2025/２/26付朝刊東播版

甲南大学の学生が、加古川市が抱える課題
の解決策を考えて提言する「加古川『知』を
結ぶプロジェクト」の成果報告会があった。
同大学と市、神戸新聞社が2016年度から

取り組んでいる事業で、４チームが参加した。
それぞれ、JR加古川駅前で子どもがコー

ヒーを注ぐ「バリスタ体験」のイベント▽同
駅前のギョーザ屋を生かしたまちづくり▽市
内の靴下メーカーと協力し「繋（つな）がる
靴下」のプラン▽地域密着のドッグフェス開
催ーを提案した。

甲南大学の学生が、加古川市が抱える課題
の解決策を考えて提言する「加古川『知』を
結ぶプロジェクト」の成果報告会があった。
同大学と市、神戸新聞社が2016年度から

取り組んでいる事業で、４チームが参加した。
それぞれ、JR加古川駅前で子どもがコー

ヒーを注ぐ「バリスタ体験」のイベント▽同
駅前のギョーザ屋を生かしたまちづくり▽市
内の靴下メーカーと協力し「繋（つな）がる
靴下」のプラン▽地域密着のドッグフェス開
催ーを提案した。



神戸新聞2025/10/19付朝刊西播版

神戸新聞2025/10/５付朝刊丹波版

神戸新聞2025/９/1付朝刊明石版



神戸市も人口減少に
歯止めがかからない

2023年10月23日付の神戸新聞朝刊に、衝撃的な
記事が載った



人口は
地域の力を示す



1995年1月17日阪神・淡路大震災

猛煙を上げて燃える神戸市兵庫区（左）、長田区の
住宅密集地＝1995年1月17日

被災地経済の再生の道のりが厳しくなった理由の一つに、
地域金融の相次ぐ破たんがある。兵庫銀行、そして復興を
担って誕生したみどり銀行の紆余（うよ）曲折は、日本の
金融行政が大転換期を迎える中での生き残りの模索だった

なぜ、神戸は衰退傾向にあるのか

・阪神・淡路大震災(1995年)の影響？

でも、それだけではない



「山、海へ行く」行き詰まり

外債発行で事業資金を調達し、造成地を売却して償還
する「神戸方式」がバブル崩壊で土地の価格が下落、
震災前から立ち行かなくなっていた

震災後、工場の海外移転が進んで産業が空洞化し、神
戸港の価値が大きく低下した

神戸衰退の原因は何か



山、海へ行く

外債発行で事業資金を調達し、造成地を売却して償還
する「神戸方式」がバブル崩壊で土地の価格が下落、
震災前から立ち行かなくなっていた

震災後、工場の海外移転が進んで産業が空洞化し、神
戸港の価値が大きく低下した

北区や西区のニュータウンの人口減少が著しい。大阪
への通勤が困難なのも一因とみられる

2022年2月、神戸市営地
下鉄西神中央駅前に移転
した西区役所の新庁舎

神戸衰退の原因は何か



神戸市西区のケース 6大学１高専が立地

・学生や教員が地域課題の解決に取り組むとき、活動
経費を助成

・婦人会と区が共催する小学生向けの学びの場「Ｄ－
ラーニング」に学生が協力

若者の定住に
つなげたい神戸の人口をどう増やす？



人口が増える隣接市

とはいえ、人口の奪い合い
になっては意味がない。風
土や自然、歴史などの「地
域資源」を新たに組み合わ
せることで、価値を生み出
していきたい

子育て支援 企業誘致

首都圏に若者や産業が過
剰に集まる「東京一極集
中」を緩和することが重
要。地域の衰退を防ぎ、
多様性を保ちたい。交流
人口を増やすことも大切



復活の切り札は、

再整備が進むJR三ノ宮駅周辺。都心部が姿を一変する日は近い
＝神戸市中央区雲井通８

神戸新聞2025/10/25付朝刊1面

大阪と違う強みを

三宮再整備



三宮再整備

復活の切り札は、

再整備が進むJR三ノ宮駅周辺。
都心部が姿を一変する日は近い
＝神戸市中央区雲井通８

神戸新聞2025/10/25付朝刊1面

大阪と違う強みを

神戸新聞2025/４/19付朝刊１面 神戸新聞2025/４/19付朝刊１社



三宮再整備

復活の切り札は、

再整備が進むJR三ノ宮駅周辺。
都心部が姿を一変する日は近い
＝神戸市中央区雲井通８

神戸新聞2025/10/25付朝刊1面

大阪と違う強みを
神戸新聞2025/４/19付
朝刊１面

神戸新聞2025/４/19付
朝刊１社

神戸ジャズストリート（中央区）平野祇園神社夏祭り（兵庫区）

神戸南京町・中秋節（中央区） 東灘のだんじり



三宮再整備

復活の切り札は、

再整備が進むJR三ノ宮駅周辺。
都心部が姿を一変する日は近い
＝神戸市中央区雲井通８

神戸新聞2025/10/25付朝刊1面

大阪と違う強みを
神戸新聞2025/４/19付
朝刊１面

神戸新聞2025/４/19付
朝刊１社

神戸ジャズストリート（中央区）

平野祇園神社夏祭り（兵庫区）

神戸南京町・中秋節（中央区） 東灘のだんじり13の防災機関が集中す
るHAT神戸＝中央区 カトリックたかとり教会＝須磨区

災害文化を育むまちで
ありたい

Revival of kobe as an international city

災害文化を育むまちでありたい
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